
　水産物卸売会社として1947年の創業
以来、日本の食文化を支えてきた大都魚
類株式会社（以下、大都魚類）。築地市
場内に本社を置く同社は、大田、足立、
成田（千葉県）の各市場に支社を配置
することで首都圏での強力な販売網を
確立しているほか、世界的な水産会社
であるマルハニチロ株式会社の市場ネッ
トワークを通じて全国市場とも連携。海外
から鮮魚・活魚、冷凍水産物を輸入・販
売する商社機能も強化しており、変化の
激しい水産物流通市場で次世代を見据
えたビジネスを展開しています。
　2016年、それまでメインフレームで稼働
していた基幹システムをWindowsⓇサー
バで再構築した大都魚類は、同時にそ
の豊富なデータ資源を活用する新情報
検索システムを構築しました。その目的を
執行役員 情報システム室長の関口 実
氏は「基幹システムに格納された売上/
損益などの実績データを活用して業務
分析を行いたいというニーズは以前から
ありました。しかし旧システムは部別/課

別/担当者別など定型的な検索しかでき
ず、自分が見たい観点などを交えたオン
デマンドな情報検索ができないこと、必要
なデータをExcelⓇなどに出力して活用す
るにはシステム部門の手を借りなければ
ならないこと、さらに複数の社内システム
の情報を組み合わせて見るのが難しい
ことなどが、攻めの営業活動を行ううえで
課題となっていたのです」と説明します。

　一方、新情報検索システムの構築にあ
たっては、いくつかの条件がありました。
　「限られた時間とコスト、PCに不慣れな
従業員でも簡単に使いこなせ、高速処理
が可能なツールであることでした」と語るの
は、システム要件定義をまとめた事務セン
ター長の久野 譲治氏です。当時、築地市
場から豊洲市場への社屋移転は2016年
11月と決定していたため、旧システムが撤
去される10月までの間に新旧システムの
データを統合しなければ、前年対比や予
算実績対比などのデータが使えなくなると
いう事情があったのです。残された期間は

3か月程度しかありませんでした。また、情
報活用のコアユーザーとなる営業担当者
の多くは、より容易で直感的な操作性を求
めており、分析表示のレスポンスも5秒以内
にという厳しい条件が挙げられていました。
　「複数ベンダーから寄せられた提案内
容と分析ツールのデモを検討した結果、
日立さんの提案がベストだと判断しまし
た。新基幹システムの開発ベンダーでも
ある日立さんは、新システムのデータ構造
を熟知しており、BIツールとして提案され
たウイングアーク1st株式会社のMotion
Boardとのデータ連携や画面設計を短
期間で確実に行える信頼感がありまし
た。MotionBoard自体も、専門知識を必
要としない直感的な操作性や高速な処
理スピード、現場のさまざまな要求に応え
る分析画面の自社開発が容易な点が気
に入りました」と久野氏は評価します。
　関口氏も「限られたコストでのシステ
ム構築を実現するため、データ連携基
盤として安価なOSS版のPentahoを
組み合わせるなど、われわれの条件を
すべて満たすトータルな提案が選定の
ポイントになりました」と話します。
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ションを考案し、本番では安定した処理
性能を実現しました。
　「まずは月次処理からスタートする予定
でしたが、進めていくうちに“日次でも見ら
れないか”というリクエストをしました。す
ると日立さんは即時にPentahoを手直し
して、なんと日次で集計できるようにしてく
れたのです。これは本当に助かりました」
と関口氏は喜びます。

　MotionBoard上に表示される業務
情報は、ExcelⓇなどのファイルに出力し
て活用することができます。また、基幹
システム以外のデータソースにも対応
するため、将来的には企業内にある複
数の情報活用も視野に入ってきました。
　「自分の業務に関わる細かな経費まで
が見える化されたことで、一人ひとりの
コスト意識が高まり、生産性と効率性をよ
り意識した営業活動につながっていくこ
とを期待しています。今後はシステム導
入効果を見極めながら、他の業務システ
ムとのデータ連携や、経営ダッシュボード
の活用などを順次進めていきます。日立
さんには今後も、より効果的なデータ活
用の提案などをお願いしたいですね」と
語る関口氏。市場環境をリアルタイムに
把握し、次なるアクションが成功につなが
る今、日立は大都魚類のビジネス拡大
を、先端的なデータ利活用ソリューション
によって支援していきます。

　わずか3か月という短期間で構築され
た新情報検索システムは、Pentahoと
MotionBoardの組み合わせにより、現場
から日々 約1万5000件ずつ基幹システム
に上げられていくデータをDWH/DM※

サーバ経由でスピーディーに統合・加
工。さまざまな情報をユーザーが見たい
観点から可視化できる基盤となりました。
当初、5秒以内と想定されていた検索レ
スポンスも「3秒ほどで出ます。生鮮を扱
う担当者は長く待たされるのを嫌がりま
すが、これなら不満はありません」と久野
氏は太鼓判を押します。システム構築
時、現場ニーズに即した多面的な分析を
実現するには、当初想定していた以上に
データ粒度を細かく保持する必要が出
てきたため、一時はMotionBoardが想
定外のメモリー不足になるトラブルも発生
しました。しかし日立は、これまでの構築ノ
ウハウをもとに、パッケージ側では対処で
きない障害を運用面で回避するソリュー

お問い合わせ先

■ 情報提供サイト
　 http://www.hitachi.co.jp/pentaho/
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（株）日立ソリューションズ東日本
http://www.hitachi-solutions-east.co.jp/products/etl/

久野 譲治 氏
大都魚類株式会社

関口 実 氏

※ Data WareHouse/Data Mart

システムの利用風景
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大都魚類株式会社
東京都中央区築地5丁目2番1号
1947年10月1日
2,628百万円
239名（2016年12月現在）
水産物および加工食品の卸売業、水産物の輸出入、
不動産の所有、賃貸管理、前記に付帯する関連する事業

見たい観点で
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